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大
部
屋
の
隅
に
あ
る
、
パ
ネ
ル
壁
で
仕
切
ら
れ
た
会
議
室
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
パ
ネ
ル
壁
ぜ
ん
た
い
が
ぎ
し

っ
と
音
を
た
て
て
、
ち
い
さ
く
ゆ
れ
た
。
ド
ア
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
Ｍ
Ｒ
と
書
か
れ
て
い
る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
の
頭
文
字
だ
っ
た
。

　

藤ふ
じ
し
た
お
さ
む

下
修
は
、
会
議
室
に
入
る
と
、
静
か
に
ド
ア
を
閉
め
た
。

　

四
人
が
向
か
い
合
っ
て
会
議
が
で
き
る
机
と
八
つ
の
事
務
椅
子
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
会
議
用
の
大
型
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
が
そ
な
え
つ
け
ら
れ
た
、
殺
風
景
な
会
議
室
だ
。
ち
い
さ
い
会
議
室
な
の
で
窓
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
そ

の
窓
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
薄
暗
か
っ
た
。

　

ベ
ー
ジ
ュ
と
グ
レ
ー
の
ツ
ー
ト
ー
ン
カ
ラ
ー
に
赤
い
ア
ク
セ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
作
業
着

を
着
て
い
た
藤
下
は
、
天
井
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。
天
井
照
明
は
蛍
光
灯
二
本
組
み
の
も
の
が
ふ
た
つ
あ

っ
た
が
、
節
電
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
蛍
光
灯
が
一
本
し
か
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
会
議
室
は
に

わ
か
に
明
る
く
な
り
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
で
黄
ば
ん
だ
壁
の
汚
れ
が
目
に
つ
い
た
。
い
ま
は
禁
煙
だ
が
、
こ
の
会
議

室
が
で
き
た
二
四
年
前
は
、
会
議
と
い
え
ば
タ
バ
コ
の
煙
が
も
う
も
う
と
た
ち
こ
め
る
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
、
壁
の
汚
れ
は
そ
の
名
残
り
だ
っ
た
。
藤
下
自
身
も
二
〇
年
間
ほ
ど
親
し
ん
だ
タ
バ
コ
の
嗜
好
を
や
め
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
一
〇
年
が
す
ぎ
る
。

　

い
ち
ば
ん
手
前
の
椅
子
を
引
い
て
、
腰
を
か
け
た
。
作
業
着
と
同
じ
配
色
の
作
業
用
キ
ャ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
頭

髪
を
な
で
つ
け
る
。
す
こ
し
ば
か
り
癖
の
あ
る
髪
の
毛
は
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
も
短
め
の
リ
ー
ゼ
ン
ト

風
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
刈
ら
れ
て
い
て
、
大
柄
の
藤
下
に
よ
く
似
合
っ
て
い
た
。
身
長
は
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
す
ら
っ
と
し
た
体
型
の
男
だ
っ
た
。

　

壁
に
掛
か
っ
て
い
る
丸
い
ア
ナ
ロ
グ
時
計
は
、
昼
の
一
二
時
四
五
分
を
し
め
し
て
い
た
。
約
束
の
時
間
よ
り

一
五
分
も
は
や
い
。
時
間
を
確
認
す
る
と
、
も
う
ほ
か
に
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

目
の
前
の
壁
に
Ａ
三
サ
イ
ズ
の
貼
り
紙
が
あ
り
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
グ
ル
ー
プ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
赤
い
文
字
で
大

き
く
〈Innovation�for�T

om
orrow

〉
と
印
刷
し
て
あ
る
。
そ
の
下
に
〈
明
日
を
切
り
拓
こ
う
！　

明
日
を
創

造
し
よ
う
！　

会
社
を
変
え
る
主
役
は
〝
あ
な
た
〟
で
す
！
〉
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
グ
ル
ー
プ
理
念
」
が
つ
づ
い

て
い
た
。

　
〈
私
た
ち
ダ
イ
ハ
ツ
グ
ル
ー
プ
は
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
な
「
ク
ル
マ
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、

〝
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
〟〝
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
〟
を
目
指
し
ま

す　

１
．
世
界
の
お
客
様
の
笑
顔
と
感
動
が
私
た
ち
の
喜
び
で
す　

２
．
お
互
い
の
個
性
尊
重
と
公
平
が
私
た
ち

の
絆
で
す　

３
．
地
球
と
社
会
と
の
共
生
が
私
た
ち
の
責
務
で
す　

４
．
ス
ピ
ー
ド
・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
・
率
先

垂
範
が
私
た
ち
の
基
本
で
す　

５
．
世
界
一
の
ス
モ
ー
ル
カ
ー
づ
く
り
が
私
た
ち
の
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）で
す
〉
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折
り
に
つ
け
何
度
も
読
ん
だ
理
念
を
、
時
間
つ
ぶ
し
に
何
気
な
く
目
で
追
っ
て
み
た
藤
下
は
「
ま
っ
た
く
、
そ

の
と
お
り
だ
な
」
と
あ
ら
た
め
て
思
う
。「
こ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
ダ
イ
ハ
ツ
・
ブ
ラ
ン
ド
は
生
き
残
る
こ
と
が

可
能
だ
」
と
、
こ
こ
ろ
の
奥
底
に
秘
め
る
愛
社
精
神
が
う
ず
く
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株
式
会
社
が
軽
自
動
車
を
主
力
商
品
と
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
社
会

人
な
ら
ば
、
だ
れ
も
が
知
る
こ
と
だ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
お
馴
染
み
の
ミ
ラ
、
ム
ー
ヴ
、
タ
ン
ト

と
い
っ
た
ダ
イ
ハ
ツ
の
代
表
的
な
車
種
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
も
多
い
。
日
本
の
自
動
車
産
業

の
現
状
に
精
通
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
ダ
イ
ハ
ツ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
で
ス
モ

ー
ル
カ
ー
を
製
造
販
売
し
て
い
る
こ
と
も
ご
存
知
で
あ
ろ
う
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
は
、
大
阪
府
池
田
市
ダ
イ
ハ
ツ
町
に
本
社
を
お
く
、
資
本
金
二
八
四
億
円
、
従
業
員
四
万
人
強

（
連
結
）の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
。一
九
〇
七
年（
明
治
四
〇
年
）に
発
動
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し
、一
九
三
〇
年（
昭

和
五
年
）か
ら
自
動
車
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
に
創
立
一
一
〇
周
年
を
む
か
え
る
、
ま
ご

う
こ
と
な
き
大
阪
の
老
舗
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。現
存
す
る
日
本
最
古
の
発
動
機
メ
ー
カ
ー
だ
と
い
う
の
は
、

知
る
人
ぞ
知
る
こ
と
だ
。

　

一
九
九
八
年（
平
成
一
〇
年
）に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
連
結
子
会
社
と
な
り
、
二
〇
一
六
年（
平
成
二
八
年
）八
月
に
は
、

さ
ら
な
る
企
業
成
長
と
ダ
イ
ハ
ツ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展
を
き
し
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
完
全
子
会
社
に
な
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
主
力
商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
は
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
生
活
必
需
品
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
も
と

ダイハツ工業株式会社	本社　大阪府池田市ダイハツ町１番1号

滋賀テクニカルセンター　滋賀県蒲生郡竜王町にある商品研究開発の実験試験場だ。
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よ
り
軽
自
動
車
は
手
軽
に
所
有
で
き
る
ク
ル
マ
と
し
て
、
生
活
者
に
ゆ
る
ぎ
な
い
人
気
が
あ
っ
た
。
廉
価
で
小
回

り
が
き
い
て
使
い
勝
手
が
よ
く
、
燃
費
性
能
に
す
ぐ
れ
、
税
金
や
保
険
料
も
安
い
。
黄
色
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車

の
自
家
用
乗
用
車
の
自
動
車
税
は
年
間
一
万
八
〇
〇
円
だ
。
登
録
車
と
呼
ば
れ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
普
通
自
動
車
の

自
家
用
乗
用
車
の
自
動
車
税
は
、
い
ち
ば
ん
安
く
て
も
年
間
二
万
九
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
軽
自
動
車
は
日
本
独
自

の
自
動
車
規
格
で
、
国
内
の
み
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
格
が
定
め
る
の
は
、
乗
車
定
員
四
人
以
下
、
エ
ン

ジ
ン
排
気
量
六
六
〇
㏄
以
下
、
車
体
サ
イ
ズ
は
、
全
長
三
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下
、
全
幅
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
以
下
、

全
高
二
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
に
お
け
る
軽
自
動
車
の
人
気
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。
長
引
く
構
造
不
況
に
よ
っ
て
消

費
者
が
高
額
出
費
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ブ
ー
ム
の
な
か
で
ち
い
さ
な
ク
ル
マ
の
価
値
が
見
直

さ
れ
た
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
気
上
昇
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
軽
自
動
車
の

性
能
や
安
全
性
が
大
幅
に
向
上
し
、さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
そ
な
え
た
多
様
な
モ
デ
ル
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

消
費
者
は
、
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
自
分
の
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
き
一
台
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
み
る
と
、
高
燃
費
性
能
の
四
人
乗
り
セ
ダ
ン
が
八
〇
万
円
ほ
ど
の
価
格
か

ら
あ
り
、
一
一
五
万
円
以
上
に
な
れ
ば
広
い
乗
員
空
間
に
、
驚
く
ほ
ど
広
く
開
く
リ
ア
の
ド
ア
が
つ
い
た
、
荷
物

を
積
む
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
手
に
入
る
。
商
用
車
は
六
〇
万
円
ほ
ど
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ン
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
バ
ン
ま
で
あ
り
、
各
種
ダ
ン
プ
や
テ
ー
ル
リ
フ
ト
つ
き
、
用

途
別
温
冷
凍
庫
車
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ（
圧
縮
天
然
ガ
ス
）燃
料
車
と
、
多
く
の
仕
様
が
あ
る
。

ミライース

ムーヴ

アトレーワゴン

アトレー スローパー

ハイゼット
垂直式テールリフト

ミラ

ムーヴ コンテ

ブーン

タント ウェルカム
シート

ハイゼット トラック
FRP中温冷凍車

ミラ ココア

タント

メビウス

ハイゼット トラック

ハイゼット デッキバン

キャスト アクティバ

ウェイク

アルティス

ハイゼット
多目的ダンプ

ハイゼットカーゴＣＮＧ
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い
ま
や
日
本
で
一
年
間
に
販
売
さ
れ
る
お
よ
そ
五
〇
五
万
台
（
二
〇
一
五
年
）
の
ク
ル
マ
の
約
三
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
軽
自
動
車
で
あ
る
。
自
動
車
保
有
台
数
の
記
録
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
で
み
て
も
、
乗
用
車
お
よ
そ
六
〇
九
六
万

台
の
う
ち
軽
自
動
車
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
、
貨
物
車
に
い
た
っ
て
は
約
一
四
六
八
万
台
の
う
ち
五
九
パ
ー

セ
ン
ト
が
軽
自
動
車
だ
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
日
本
の
人
び
と
の
暮
ら
し
と
経
済
活
動
に
役
だ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
軽
自
動
車
市
場
を
ダ
イ
ハ
ツ
は
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
し
か
し
現
代
の
企
業
競
争
は
激
烈
だ
。
日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
全
八
社
が
軽
自
動
車
を
販
売
す
る
市
場
状
況
に
あ
っ
て
、
資
金
力
と
組
織
力
に
ま
さ
る
強
力
な
ラ
イ

バ
ル
を
相
手
に
し
た
苛
烈
な
販
売
競
争
を
展
開
し
て
お
り
、
油
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い

る
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
税
金
が
安
い
黄
色
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
規
格
を
撤
廃
し
、
三
倍
ち
か
く
の
自
動
車
税
が
か
か

る
白
ナ
ン
バ
ー
の
ス
モ
ー
ル
カ
ー
に
統
合
し
て
税
収
を
増
や
そ
う
と
す
る
政
治
動
向
が
あ
る
。
日
本
独
自
の
軽
自

動
車
を
め
ぐ
る
経
済
と
政
治
の
状
況
は
流
動
的
だ
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
は
〈
世
界
一
の
ス
モ
ー
ル
カ
ー
づ
く
り
が
私
た
ち
の
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
で
す
〉
と
い
う
、
あ
く
な

き
獲
得
目
標
を
か
か
げ
て
い
る
。
ダ
イ
ハ
ツ
の
自
己
規
定
は
ス
モ
ー
ル
カ
ー
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
今
日
的
に
軽

自
動
車
が
主
力
商
品
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
。
し
た
が
っ
て
ラ
イ
バ
ル
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
は
な
い
。
日
本
市
場
に
お
い
て
も
東
南
ア
ジ
ア
市
場
で
も
、
全
世
界
の
メ
ー
カ
ー
と
ス
モ
ー
ル
カ
ー
の
販

売
競
争
を
し
て
い
る
の
が
現
実
で
、
こ
れ
は
生
易
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
営
利
企
業
は
守
り
に
入
れ

ば
必
ず
減
退
す
る
の
で
、
つ
ね
に
成
長
を
も
と
め
て
攻
め
つ
づ
け
る
以
外
に
生
き
残
る
道
が
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
藤
下
は
待
ち
時
間
を
す
ご
し
て
い
た
。

　

藤
下
修
は
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
技
術
本
部
で
働
く
自
動
車
開
発
技
術
者
で
、
こ
の
と
き
五
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

だ
っ
た
。

　

工
業
大
学
卒
業
の
二
三
歳
で
ダ
イ
ハ
ツ
に
入
社
し
、
実
験
部
に
配
属
さ
れ
て
ブ
レ
ー
キ
の
研
究
実
験
一
筋
に
開

発
現
場
で
働
い
た
。
実
験
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
か
ら
は
ブ
レ
ー
キ
の
み
な
ら
ず
、〈
走
る
、
止
ま
る
、
曲

が
る
〉
と
表
現
さ
れ
る
ク
ル
マ
の
基
本
的
な
操
縦
安
定
性
能
実
験
の
全
般
を
担
当
し
て
い
た
。

　

そ
の
日
が
、
い
つ
で
あ
っ
た
か
を
、
藤
下
修
に
質
問
す
る
と
、
間
髪
入
れ
ず
に
こ
う
答
え
た
。

「
忘
れ
も
し
な
い
、
二
〇
一
一
年
の
六
月
一
〇
日
、
時
の
記
念
日
で
し
た
」　

　

金
曜
日
だ
っ
た
。
梅
雨
の
曇
り
空
が
広
が
る
、
六
月
上
旬
に
し
て
は
や
や
蒸
し
暑
い
日
で
あ
っ
た
。
藤
下
は
滋

賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
に
あ
る
ダ
イ
ハ
ツ
の
滋
賀
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
に
い
た
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
社
内
で
、
通
称
テ
ク
セ
ン
と
呼
ば
れ
る
滋
賀
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
生
産
拠
点
の

ひ
と
つ
で
あ
る
滋
賀
工
場
の
敷
地
内
に
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
開
発
中
の
ク
ル
マ
の
入
念
な
テ

ス
ト
や
新
技
術
の
実
験
を
お
こ
な
う
巨
大
な
試
験
場
だ
。

　

ク
ル
マ
は
家
電
と
同
じ
生
活
必
需
品
だ
が
、
走
る
乗
り
物
だ
か
ら
、
き
わ
め
て
高
い
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
。

通
常
の
使
用
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
だ
ろ
う
が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
ろ
う
が
、
い
か
な
る
人
に
も
物
に
も
損
害
を
あ
た

え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
万
が
一
の
事
故
で
も
、
そ
の
損
害
を
最
小
に
す
る
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
が
の



1415	 第１章　抜擢されたチーフエンジニア

ぞ
ま
れ
る
。
ま
た
、
高
額
の
大
衆
商
品
と
し
て
は
、
使
い
勝
手
が
よ
く
、
高
性
能
で
、
乗
り
味
が
楽
し
め
、
所
有

す
る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
、
耐
久
性
信
頼
性
が
な
け
れ
ば
、
商
品
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
安
全
性
が
高
く
、
魅
力
の
あ
る
多
機
能
な
ク
ル
マ
を
開
発
す
る
に
は
、
徹
底
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
長

期
の
試
験
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
試
験
の
ほ
と
ん
ど
は
実
際
に
走
ら
せ
て
お
こ
な
う
か
ら
、
各
種
の
テ
ス
ト
・

コ
ー
ス
が
必
要
と
な
り
、
ク
ル
マ
開
発
の
試
験
場
は
巨
大
施
設
に
な
る
。

　

こ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
ダ
イ
ハ
ツ
滋
賀
工
場
の
最
寄
り
の
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
だ
。
琵
琶
湖

の
南
東
に
あ
る
駅
と
書
け
ば
、
そ
の
地
理
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
大
阪
府
の
ダ
イ
ハ
ツ
本
社
か
ら
は
ク
ル
マ

で
も
鉄
道
で
も
二
時
間
以
内
で
到
着
す
る
。
そ
の
近
江
八
幡
駅
か
ら
南
に
く
だ
る
と
、
ま
も
な
く
田
園
地
帯
が
広

が
り
、
東
西
に
名
神
高
速
道
路
が
通
っ
て
い
る
。
名
神
高
速
道
路
を
す
ぎ
る
と
小
高
い
台
地
に
な
り
、
大
規
模
な

工
場
団
地
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　

そ
の
工
場
団
地
の
最
初
の
一
画
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
滋
賀
工
場
が
あ
っ
た
。
敷
地
面
積
約
二
〇
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
工
場
で
、
並
の
ゴ
ル
フ
場
で
あ
れ
ば
フ
ル
コ
ー
ス
ふ
た
つ
が
建
設
可
能
と
い
う
広
大
さ
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
地

区
に
わ
け
ら
れ
て
い
て
、
第
一
地
区
工
場
は
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
鋳
造
部
品
を
製
造
し
、
第
二

地
区
工
場
は
ダ
イ
ハ
ツ
の
主
車
種
で
あ
る
タ
ン
ト
、
ム
ー
ヴ
な
ど
の
組
み
立
て
工
場
だ
。
そ
こ
で
働
く
従
業
員
は

四
〇
〇
〇
名
を
こ
え
る
。
ダ
イ
ハ
ツ
の
日
本
国
内
の
主
要
工
場
は
、
こ
の
滋
賀
工
場
と
、
大
阪
府
池
田
市
の
本
社

工
場
、
京
都
府
の
名
神
高
速
道
路
沿
い
に
あ
る
京
都
工
場
、
大
分
県
と
福
岡
県
に
あ
る
子
会
社
の
ダ
イ
ハ
ツ
九
州

工
場
の
四
拠
点
だ
が
、
滋
賀
工
場
は
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
工
場
に
つ
ぐ
二
番
目
の
規
模
の
生
産
拠
点
で
あ
る
。

　

そ
の
第
二
地
区
の
、
巨
大
な
組
み
立
て
工
場
の
後
方
に
、
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
広
が
る
。
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
に
入
場
す
る
者
は
、
第
二
地
区
ぜ
ん
た
い
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
と
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
専
用
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
の
両
方
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ト
に
は
警
備
員
が
二
四
時
間
常

駐
し
て
い
て
、
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
者
を
電
子
シ
ス
テ
ム
で
ひ
と
り
ひ
と
り
管
理
す
る
警
備
が
し
か
れ
て
い
た
。

発
明
を
ふ
く
む
最
先
端
技
術
の
研
究
施
設
で
あ
り
、
発
売
前
の
新
型
車
を
野
外
で
走
ら
せ
て
テ
ス
ト
す
る
か
ら
、

機
密
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
者
は
、
一
周
二
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
バ
ル
（
楕
円
形
）
コ
ー
ス
を
目
に
す

る
こ
と
で
、
そ
の
広
さ
を
実
感
で
き
る
。
コ
ー
ス
幅
は
一
二
メ
ー
ト
ル
で
、
最
大
バ
ン
ク
角
度
は
三
九
・
七
度
と

深
く
、
時
速
一
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
れ
ば
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
し
な
く
て
も
旋
回
可
能
だ
。
オ
ー
バ
ル
コ
ー

ス
の
レ
ー
ス
が
売
り
物
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
で
は
ス
ー
パ
ー
・
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
分
類

さ
れ
る
ほ
ど
の
規
模
だ
が
、
テ
ス
ト
・
コ
ー
ス
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
観
客
席
は
な
い
。
こ
の
オ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
に

囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
、
塩
水
試
験
路
、
泥
水
路
な
ど
い
く
つ
も
の
種
類
の
テ
ス
ト
・
コ
ー
ス
が
配
置
さ
れ
、
衝

突
試
験
室
、
気
圧
設
定
が
可
能
な
エ
ン
ジ
ン
試
験
室
、
電
波
シ
ー
ル
ド
室
な
ど
の
実
験
棟
や
事
務
所
棟
が
建
ち
並

ん
で
い
る
。

　

見
学
者
を
案
内
す
る
と
き
「
晴
れ
た
日
に
は
、
オ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の
向
こ
う
に
雄
大
な
伊い

ぶ
き
や
ま

吹
山
が
よ
く
見
え
る

の
で
す
」
と
藤
下
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
言
っ
た
。

　

伊
吹
山
は
標
高
一
三
七
七
メ
ー
ト
ル
の
滋
賀
県
の
最
高
峰
だ
。
け
わ
し
く
は
な
い
が
、
威
厳
の
あ
る
姿
を
し
た
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山
で
、
四
季
の
う
つ
ろ
い
が
美
し
く
は
え
る
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
木
々
が
花
を
つ
け
緑
を
増
し
て
輝
き
、
秋
に

な
る
と
見
事
に
紅
葉
し
、
冬
は
雪
を
冠
し
た
。

　

藤
下
修
が
人
待
ち
を
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
中
央
棟
と
も
い
う
べ
き
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
一
階
で
あ
っ
た
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
藤
下
が
三
〇
歳
に
な
る
年
か
ら
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
て
い
た
愛
着
の
あ

る
職
場
だ
っ
た
が
、
所
属
し
て
い
た
実
験
部
が
組
織
改
革
で
解
体
再
編
成
さ
れ
た
の
で
、
つ
い
九
日
前
に
大
阪
府

の
本
社
へ
転
勤
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
、
あ
ら
た
に
手
が
け
る
研
究
開
発
の
準
備
た
め
に
、

古
巣
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
出
張
し
て
い
た
。

　

そ
こ
へ
技
術
本
部
担
当
の
上
級
執
行
役
員
の
堀ほ

り
し
ん
す
け

信
介
か
ら
、
秘
書
を
つ
う
じ
て
藤
下
へ
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
本
日
昼
の
一
時
に
、
テ
ク
セ
ン
で
、
今
後
の
仕
事
の
こ
と
で
話
を
す
る
。
会
議
室
で
待
機
し
て
い
て
ほ
し
い
」

　

藤
下
は
、
試
験
場
管
理
室
の
な
か
に
あ
る
会
議
室
を
予
約
し
、
そ
の
旨
を
役
員
秘
書
に
連
絡
し
た
。
試
験
場
管

理
室
の
会
議
室
を
予
約
し
た
の
は
、
そ
の
会
議
室
が
本
社
か
ら
や
っ
て
く
る
役
員
た
ち
が
知
っ
て
い
る
数
す
く
な

い
会
議
室
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
技
術
開
発
担
当
の
役
員
た
ち
で
も
、
開
発
現
場
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
や

っ
て
く
る
こ
と
は
多
く
な
い
。新
型
車
の
評
価
や
新
技
術
の
試
験
を
す
る
と
き
は
多
数
の
役
員
が
や
っ
て
く
る
が
、

個
人
と
面
談
す
る
た
め
に
役
員
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
話
を
藤
下
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き
て
、
い
っ
た
い
、
何
を
言
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
」
と
藤
下
は
考
え
た
。

　

直
感
的
に
、
わ
る
い
話
で
は
な
い
と
思
え
た
。
失
敗
を
や
ら
か
し
た
覚
え
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
お
そ
ら
く
新
し
い
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
か
指
示
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
僕
が
所
属
し
て
い
た
実

験
部
は
解
体
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
僕
自
身
も
九
日
前
に
大
阪
の
池
田
の
本
社
へ
転
勤
し
、
新
し
い
仕
事
に
取
り
組

む
準
備
を
し
て
い
る
よ
う
な
時
期
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
新
し
い
仕
事
の
計
画
を
ま
と
め
た
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意

し
て
、
堀
さ
ん
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
物
事
を
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
楽
天
的
に
考
え
る
ほ
う
だ
か
ら
、

わ
る
い
話
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
話
し
に
き
て
く
れ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
異
例
の
こ
と
で

し
た
か
ら
、
ど
こ
か
し
ら
不
安
な
気
持
ち
で
、
会
議
室
で
ひ
と
り
ぽ
つ
ん
と
待
っ
て
い
た
」

　

こ
の
と
き
の
藤
下
の
仕
事
上
の
立
場
は
、
と
て
も
流
動
的
だ
っ
た
。

　

九
日
前
ま
で
は
、
技
術
本
部
実
験
部
の
次
長
と
し
て
、
燃
費
性
能
開
発
室
の
室
長
を
つ
と
め
、
ほ
か
に
技
術
統

括
部
・
滋
賀
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長
と
環
境
統
括
部
・
製
品
環
境
室
主
査
を
兼
務
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
肝
心

の
実
験
部
が
解
体
再
編
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
ダ
イ
ハ
ツ
は
全
社
を
あ
げ
て
大
規
模
な
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
つ
む
じ
風
の
よ
う
に

社
内
の
部
署
を
吹
き
飛
ば
す
、
突
発
的
な
組
織
改
革
が
連
続
し
て
い
た
。
こ
の
構
造
改
革
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
が
旧
態

依
然
で
あ
れ
ば
、
生
き
残
る
こ
と
さ
え
困
難
で
、
成
長
な
ど
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
生
き
る
か
死
ぬ
か

を
問
う
、
生
存
の
た
め
の
構
造
改
革
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
激
し
さ
は
半
端
で
は
な
か
っ
た
。
解
体
さ
れ
た
の
は

実
験
部
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ャ
シ
ー
設
計
部
も
解
体
さ
れ
、
こ
の
ふ
た
つ
の
部
を
統
合
再
編
成
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
開
発
部
が
新
設
さ
れ
た
。
藤
下
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
部
バ
リ
ュ
ー
ト
レ
ー
ン
開
発
室
の
主
査
を
命
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じ
ら
れ
た
が
、
直
属
の
部
下
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。

　

大
き
な
組
織
の
部
署
名
は
、
そ
の
組
織
に
属
し
て
い
な
い
者
に
は
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
技
術

本
部
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
部
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
用
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
ア
ン
ダ
ー
フ
レ
ー
ム
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
や
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
一
括
し
て
研
究
開
発
す
る
部
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
部
の
室

課
の
ひ
と
つ
に
バ
リ
ュ
ー
ト
レ
ー
ン
開
発
室
が
新
設
さ
れ
、
藤
下
は
そ
の
主
査
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
よ
う
す
る
に

部
下
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、
宙
に
浮
い
た
よ
う
な
次
長
級
の
主
査
と
い
う
状
態
に
い
た
。
バ
リ
ュ
ー
ト
レ
ー
ン
開

発
と
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
付
加
価
値
的
性
能
を
研
究
開
発
す
る
仕
事
だ
と
説
明
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
開

発
テ
ー
マ
の
指
示
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
み
つ
け
ろ
と
い
う
荒
っ
ぽ
い
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

実
は
実
験
部
が
あ
っ
た
頃
、
実
験
部
一
筋
に
働
い
て
き
た
藤
下
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
な
れ
る
も
の
な
ら
実
験

部
の
部
長
に
な
っ
て
采
配
を
ふ
る
う
こ
と
だ
っ
た
。
若
手
を
育
て
、
ク
ル
マ
の
運
動
性
能
を
追
求
し
、
ダ
イ
ハ
ツ

の
ク
ル
マ
の
走
り
を
磨
い
て
、
素
晴
し
く
魅
力
的
な
製
品
に
仕
上
げ
る
仕
事
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
か
っ
た
。

　

藤
下
は
簡
潔
な
言
葉
で
、
実
験
部
の
仕
事
を
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
ク
ル
マ
を
走
ら
せ
て
評
価
し
、
問
題
点
を
発
見
し
て
改
良
方
法
を
み
つ
け
、
お
客
様
に
お
届
け
す
る
前
に
動
力

性
能
を
最
終
確
認
す
る
部
署
」

　

そ
れ
は
つ
ま
り
、
乗
り
心
地
よ
く
、
運
転
し
や
す
く
、
乗
っ
て
疲
れ
ず
、
操
縦
安
定
性
に
す
ぐ
れ
た
ク
ル
マ
を

仕
上
げ
る
仕
事
だ
。
操
縦
安
定
性
と
は
、
よ
く
走
り
、
よ
く
曲
が
り
、
よ
く
止
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
安
全
に
走
り
、
安
全
に
曲
が
り
、
安
全
に
止
ま
る
、
と
言
い
か
え
て
も
い
い
。
よ
い
乗
り
心
地
や
疲
労

軽
減
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ク
ル
マ
に
乗
る
人
た
ち
全
員
が
感
受
で
き
る
性
能
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

し
か
し
藤
下
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
性
能
は
ク
ル
マ
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
標
準
性
能
で
あ
る
。
理
想
は

も
っ
と
高
い
。

　

藤
下
が
理
想
と
す
る
ク
ル
マ
の
走
り
味
は
、
免
許
取
り
た
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
安
心
し
て
安
全
に
運
転
で
き

る
の
は
当
然
と
し
て
、
運
転
が
う
ま
く
な
っ
て
い
く
と
、
そ
の
ク
ル
マ
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
、
さ
ら
に
深
い

運
転
す
る
楽
し
さ
を
発
見
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
運
転
初
心
者
が
、
そ
の
ク
ル
マ
を
運
転
す
る

こ
と
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
キ
ル
が
上
達
し
、
運
転
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
運
転
の
う
ま
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運

転
す
る
た
び
に
、
運
転
す
る
喜
び
を
味
わ
う
。
ク
ル
マ
に
馴
染
め
ば
馴
染
む
ほ
ど
、
運
転
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ

の
ク
ル
マ
の
操
縦
性
能
が
楽
し
め
る
。
そ
れ
ら
の
走
り
味
は
付
加
さ
れ
た
価
値
で
は
な
く
、
そ
の
ク
ル
マ
の
本
質

に
そ
な
え
ら
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
が
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
い
る
時
間
を
楽
し
め
る
、
か

け
が
え
の
な
い
人
生
の
よ
き
相
棒
と
な
る
よ
う
な
ク
ル
マ
だ
。

　

実
験
部
の
部
長
に
な
り
た
い
と
藤
下
が
願
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
味
わ
い
深
い
走
り
味
を
も
っ
た
、
素
晴
し

い
魅
力
の
あ
る
ク
ル
マ
を
仕
上
げ
る
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
実
験
部
を
育
て
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
叶
わ
ぬ
夢
と
な
っ
た
。
実
験
部
長
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
手
に
入
ら
な
い
ま
ま
実
験
部
は
解
体

再
編
成
さ
れ
、
藤
下
は
バ
リ
ュ
ー
ト
レ
ー
ン
開
発
室
の
主
査
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
へ
上
級
執
行
役
員
か
ら
面
談
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
大
阪
本
社
の
役
員
室
へ
呼
び
出
さ
れ
る
の
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で
は
な
く
、
藤
下
が
出
張
し
て
い
る
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
役
員
が
追
い
か
け
て
く
る
と
い
う
異
例
の
動

き
で
あ
る
。

　

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
「
一
匹
狼
に
な
っ
た
俺
に
、
堀
さ
ん
は
い
っ
た
い
何
の
話
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
藤
下

は
思
っ
た
。

　

会
議
室
の
ド
ア
の
窓
越
し
に
、
上
級
執
行
役
員
の
堀
信
介
が
や
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。
堀
の
お
だ
や
か
な
表

情
を
見
て
と
っ
た
藤
下
は
、
や
や
気
分
が
楽
に
な
っ
た
。
会
議
室
に
入
っ
た
堀
は
、
藤
下
に
対
す
る
気
遣
い
を
み

せ
る
よ
う
に
、
な
ご
や
か
に
挨
拶
を
し
て
、
さ
し
む
か
い
に
座
っ
た
。
上
司
が
気
遣
い
を
す
る
と
な
る
と
、
こ
れ

は
い
い
話
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、
藤
下
は
ふ
と
思
っ
た
。

　

堀
信
介
は
単
刀
直
入
に
、
こ
う
切
り
出
し
た
。

「
今
日
は
組
織
改
革
後
の
新
し
い
仕
事
の
話
で
き
た
の
で
は
な
い
。
新
型
コ
ペ
ン
開
発
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
相
談
を
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
」

　

藤
下
は
ひ
ど
く
驚
い
た
。
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
自
動
車
製
品
の
開
発
責
任
者
で
あ
る
。
そ
れ
も
新
型
コ
ペ

ン
の
担
当
だ
。

　

言
わ
ず
も
が
な
コ
ペ
ン
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
発
売
さ

れ
た
軽
自
動
車
規
格
の
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
・
オ
ー
プ
ン
２ツ

ー

シ
ー
タ
ー
で
、
こ
の
と
き
二
〇
一
一
年
六
月
の
時
点
で

約
五
万
五
〇
〇
〇
台
を
販
売
し
て
い
た
。
軽
自
動
車
の
オ
ー
プ
ン
２
シ
ー
タ
ー
と
い
う
変
わ
り
種
な
の
だ
が
、
根

強
い
人
気
が
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
生
産
を
終
了
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
歩
行
者
保
護
の
た
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駆動方式：FWD　エンジン型式：JB-DET直4DOHCターボ　電動開閉式アクティブトップ装備
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め
の
車
体
構
造
を
定
め
た
法
律
が
改
定
さ
れ
る
の
で
、
改
定
前
の
法
律
に
し
た
が
っ
た
車
体
構
造
を
も
つ
初
代
コ

ペ
ン
は
製
造
も
販
売
も
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
そ
の
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
た
め
の
研
究
開
発
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
藤
下
も
知
っ
て
い
た
。
新
型
コ
ペ
ン
の
走
り
を
研
究
開
発
す
る
た
め
に
、
オ
ー
プ

ン
カ
ー
に
改
造
さ
れ
た
ミ
ラ
イ
ー
ス
試
作
車
が
、
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
走
行
実
験
を
し
て
い
る
の
を
日
常
的

に
目
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
新
型
コ
ペ
ン
の
開
発
が
軌
道
に
の
っ
た
ら
、
実
験
部
の
一
員
と
し
て
そ
の
開
発
工
程

の
い
く
つ
か
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
驚
い
た
の
は
、
新
型
コ
ペ
ン

開
発
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
抜
擢
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
驚
き
だ
っ
た
。
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
選
ば
れ

る
こ
と
は
、
も
う
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
が
藤
下
が
お
か
れ
て
い
た
ダ
イ
ハ
ツ
技
術
本
部
の
現
実
だ

っ
た
。
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
の
定
ま
っ
た
職
務
ル
ー
ト
を
歩
ん
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
む

慣
習
が
あ
り
、
藤
下
は
そ
の
ル
ー
ト
か
ら
あ
き
ら
か
に
は
ず
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
製
品
開
発
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
対
外
的
に
は
開
発
責
任
者
と
表
記
さ
れ
る

職
務
だ
。
本
社
製
品
企
画
部
に
所
属
し
、
商
品
企
画
部
で
企
画
さ
れ
た
新
型
車
を
、
現
実
の
自
動
車
製
品
に
つ
く

り
あ
げ
、
生
産
工
場
で
組
み
立
て
て
販
売
で
き
る
ま
で
に
仕
上
げ
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
で
あ
る
。
お

も
に
製
品
企
画
部
を
担
当
す
る
執
行
役
員
や
部
長
級
、
次
長
級
の
者
が
選
ば
れ
て
任
命
さ
れ
る
。

　

商
品
企
画
は
、
市
場
動
向
や
競
合
動
向
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
結
果
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
性
能
や
機

能
、
特
長
や
個
性
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー
や
販
売
方
法
、
価
格

や
目
標
と
す
る
販
売
台
数
な
ど
の
需
要
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
あ
げ
、
そ
の
企
画
全
体
を
逆
算
す
る
か
た

ち
で
コ
ス
ト
や
予
算
を
決
め
る
仕
事
だ
。
し
か
し
商
品
企
画
の
段
階
で
は
、
調
査
数
字
や
写
真
、
図
版
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
新
型
車
の
企
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
商
品
そ
の
も
の
の
姿
か
た
ち
が
な
い
。

　

製
品
企
画
は
、
こ
の
商
品
企
画
に
し
た
が
っ
て
、
新
型
車
を
設
計
し
、
現
実
の
自
動
車
製
品
に
仕
上
げ
る
製
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
だ
。
そ
こ
で
は
た
と
え
ば
、
す
べ
て
の
部
品
の
設
計
図
面
を
描
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
部
品
の
原
価
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
生
産
工
場
で
組
み
立
て
が
で
き
る
ま

で
に
、
部
品
を
完
成
さ
せ
る
仕
事
ま
で
す
る
。
設
計
開
発
か
ら
生
産
ま
で
、
社
内
の
技
術
部
門
と
生
産
部
門
を
ま

と
め
て
推
進
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
全
責
任

を
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
負
う
。

　

だ
が
、
実
験
部
門
一
筋
に
働
い
て
き
た
藤
下
は
、
設
計
図
面
作
成
、
原
価
計
算
、
生
産
工
場
と
の
調
整
と
い
っ

た
製
品
企
画
の
実
務
経
験
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
新
型
車
の
商
品
企
画
に
し
た
が
っ
て
試
作
車
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
試
験
し
て
鍛
え
、
自
動
車
製
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
っ
た
が
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
企

画
を
た
て
る
こ
と
や
、
そ
の
進
行
や
実
務
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
の
仕
方
を

知
ら
な
か
っ
た
。
よ
う
す
る
に
藤
下
は
、
製
品
企
画
の
門
外
漢
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
藤
下
は
、
い
ま
こ
う
言

っ
て
い
る
。

「
た
し
か
に
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
い
る
先
輩
た
ち
は
、
僕
と
同
じ
実
験
部
の
出
身
者
が
多
い
。
ク
ル
マ

を
走
ら
せ
て
評
価
し
判
断
す
る
能
力
が
な
け
れ
ば
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
、
製
品
に
ま
と
め
る
こ
と
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が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
人
た
ち
は
、
実
験
部
の
仕
事
を
覚
え
て
係
長
ク
ラ

ス
に
な
る
と
、
製
品
企
画
部
へ
引
き
ぬ
か
れ
、
製
品
企
画
の
厳
し
い
実
務
の
修
業
を
し
た
う
え
で
チ
ー
フ
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
僕
は
、
ひ
と
つ
の
機
能
で
あ
る
ブ
レ
ー
キ
開
発
の
現
場
が
長
か
っ
た
し
、
操
縦

安
定
性
、
乗
り
心
地
、
衝
突
安
全
性
ま
で
ク
ル
マ
の
走
り
は
す
べ
て
担
当
し
た
け
れ
ど
、
製
品
企
画
部
の
修
羅
場

で
働
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
製
品
企
画
の
実
務
仕
事
の
試
練
を
う
け
て
い
な
い
。
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

れ
と
命
じ
ら
れ
て
も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
し
か
も
あ
の
と
き
、
す
で
に
五
〇
歳
で
す
か
ら
、
数

年
か
け
て
製
品
企
画
の
実
務
を
必
死
に
な
っ
て
覚
え
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
役
職
定
年
の
五
五
歳
に
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
、
も
う
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
な
り
た
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
自
分
が
つ
く
り
た
い
ク
ル
マ
の
開
発
が
で
き
れ
ば
、
そ
り
ゃ
あ
な
り
た
い
で

す
。
し
か
し
、
決
め
ら
れ
た
商
品
企
画
に
し
た
が
っ
て
ク
ル
マ
を
開
発
す
る
大
き
な
責
任
が
あ
る
仕
事
で
す
か
ら
、

僕
に
は
そ
ん
な
器
量
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
言
葉
が
、
堀
信
介
の
口
か
ら
出
た
と
き
、
だ
か
ら
藤
下
は
心
底
か
ら
驚
い
た
。
そ

の
驚
き
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
堀
は
淡
々
と
話
を
つ
づ
け
た
。

「
現
在
、
新
型
コ
ペ
ン
の
開
発
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
仕
切
り
直
し
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
意
見
が
出
た
。
そ
れ
で
相
談
し
た
結
果
、
次
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
候
補
と
し
て
藤
下
君
の

名
前
が
あ
が
っ
た
。
福
塚
さ
ん
は
上
田
君
に
相
談
し
、
上
田
君
は
藤
下
君
が
い
い
だ
ろ
う
と
賛
成
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
私
は
、
福
塚
さ
ん
の
命
を
う
け
て
、
藤
下
君
へ
そ
の
こ
と
を
打
診
し
に
き
た
。
君
の
意
向
を
聞
き
た
い
。

新
型
コ
ペ
ン
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
絶
対
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
は
な
い
。
断
る
こ
と
が
で
き

る
」

　

藤
下
に
白
羽
の
矢
を
た
て
た
の
は
、
堀
信
介
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

堀
の
言
う
「
福
塚
さ
ん
」
と
は
、
福ふ

く
つ
か
ま
さ
ひ
ろ

塚
政
廣
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
上
級
執
行
役
員
で
、
技
術
本
部
副
本

部
長
と
車
両
開
発
部
長
を
兼
任
し
て
い
た
技
術
開
発
現
場
の
執
行
者
だ
っ
た
。
の
ち
二
〇
一
二
年
に
取
締
役
専
務

執
行
役
員
に
就
任
し
、
技
術
開
発
部
門
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
技
術
本
部
長
に
な
っ
た
。

　

上う
え
だ
と
お
る

田
亨
は
〈
第
三
の
エ
コ
カ
ー
〉
と
し
て
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
ミ
ラ
イ
ー
ス
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責

任
者
を
つ
と
め
て
い
た
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
執
行
役
員
と
な
り
、

二
〇
一
五
年
に
は
技
術
本
部
長
に
な
っ
て
い
る
。
藤
下
と
は
同
期
入
社
の
仲
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
ダ
イ
ハ
ツ
の
自
動
車
開
発
部
門
の
錚
々
た
る
面
々
が
、
新
型
コ
ペ
ン
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
藤
下
を

選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

堀
信
介
は
「
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
断
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
念
を
押
す
よ
う
に
何
度
も
言
っ
た
。
チ
ー
フ
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
は
、
負
う
べ
き
責
任
が
大
き
く
て
重
く
、
過
酷
な
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
藤
下
も

自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
属
す
る
製
品
企
画
部
は
、
不
夜
城
の
部
署
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
し
、
そ
の
仕
事
を
ひ
き
う
け
れ
ば
週
末
の
休
日
を
失
う
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
藤
下
は
瞬
間
的
に
「
福
塚
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
断
れ
な
い
」
と
思
っ
た
。

「
福
塚
さ
ん
は
憧
れ
の
人
物
で
す
。
実
験
部
出
身
の
先
輩
で
す
が
、
僕
な
ん
か
で
は
手
が
届
か
な
い
ぐ
ら
い
仕
事
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念
入
り
に
テ
ス
ト
走
行
す
る
と
い
う
悠
長
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
時
間
が
な
い
の
で
す
。
こ
う
な
れ
ば
実
車
を
使

っ
て
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
手
作
業
の
メ
イ
ク
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
イ
で
研
究
実
験
を
や
っ
て
み
る

し
か
方
法
が
な
か
っ
た
」

　

中
村
が
二
〇
代
の
若
い
技
術
者
九
名
を
ひ
き
い
て
い
た
新
型
コ
ペ
ン
の
ボ
デ
ィ
ー
設
計
チ
ー
ム
は
、
ダ
イ
ハ
ツ

技
術
本
部
の
伝
統
的
な
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
で
あ
る
現
地
・
現
物
・
現
象
の
三
現
則
主
義
に
の
っ
と
っ
て
、
大
胆
な

研
究
実
験
を
開
始
し
た
。

　

初
代
コ
ペ
ン
の
中
古
車
を
購
入
し
、
ボ
デ
ィ
ー
外
板
を
金
切
り
バ
サ
ミ
で
切
り
落
と
し
た
。
よ
う
す
る
に
モ
ノ

コ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
ー
の
ア
ッ
パ
ー
ボ
デ
ィ
ー
部
分
を
切
り
落
と
し
て
、
フ
レ
ー
ム
骨
格
だ
け
の
実
験
車
を
つ
く
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
テ
ス
ト
走
行
し
た
。

　

乗
っ
て
走
っ
て
み
る
と
、
ボ
デ
ィ
ー
が
ふ
に
ゃ
っ
と
し
て
い
る
の
が
、
身
体
で
感
じ
ら
れ
た
。
カ
ー
ブ
で
ハ
ン

ド
ル
を
き
る
と
、
リ
ア
・
タ
イ
ヤ
が
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
れ
て
つ
い
て
く
る
し
、
ボ
デ
ィ
ー
が
に
ゅ
る
に
ゅ
る

0

0

0

0

0

0

と
、
た

わ
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。
ハ
ン
ド
ル
を
き
っ
て
も
素
直
に
反
応
せ
ず
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
し
か
も
コ
ー
ナ

ー
リ
ン
グ
の
姿
勢
が
安
定
し
な
い
。
計
測
器
を
つ
け
て
精
緻
に
デ
ー
タ
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
を
中
村
は
こ
う
説

明
し
て
い
る
。

「
計
測
し
て
解
析
し
た
ら
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
ボ
デ
ィ
ー
剛
性
が
お
ち
て
い
た
。
し
か
し
、
ボ
デ
ィ
ー
が
や

わ
ら
か
く
な
っ
た
か
ら
、
当
た
り
が
弱
く
な
っ
た
と
い
う
か
、
デ
コ
ボ
コ
道
を
走
っ
て
タ
イ
ヤ
に
が
ん
が
ん
と
激

し
い
入
力
が
あ
る
と
き
の
、
突
き
上
げ
が
案
外
ち
い
さ
く
感
じ
る
。
よ
う
す
る
に
乗
り
心
地
が
よ
く
な
る
と
い
う

初代コペンの中古車を購入して、金切りバサミでボ
ディー外板を切り取る作業のスナップ写真である。Dフ
レーム開発の最初の実験車はまさに手作業で製作された。

フロントフェンダーが切り取られボディー骨格だけになった初代コペン改造実験車。
切断したあとはケガ防止ためゴムを巻いてマスキングしてあるところが玄人仕事だ。
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し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
Ｄ
フ
レ
ー
ム
の
剛
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
実
現
で

き
た
こ
と
は
す
で
に
書
い
た
。
窓
ガ
ラ
ス
が
正
確
に
上
下
す
る
機
構
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ト
ッ
プ
や
ウ
ェ

ザ
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
と
理
解
し
づ
ら
い
の
で
、
最
終
的
に
ま
と
め
て
説
明
し
た
い
。

　

そ
し
て
四
つ
目
が
、
耐
久
性
の
あ
る
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
を
入
念
に
設
計
し
て
取
り
つ
け
る
こ
と
だ
。

　

新
型
コ
ペ
ン
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ト
ッ
プ
の
電
動
開
閉
機
構
の
構
造
は
、
基
本
的
に
初
代
コ
ペ
ン
と
同
じ
複
雑
な
も

の
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
き
は
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
を
持
ち
上
げ
て
、
後
方
へ
誘
導
し
、
下
降
さ
せ
て
ト
ラ
ン

ク
ル
ー
ム
に
お
さ
め
る
。
屋
根
を
閉
め
る
と
き
は
、
そ
の
逆
の
動
き
を
し
て
、
き
わ
め
て
正
確
な
位
置
に
ハ
ー
ド

ト
ッ
プ
を
誘
導
し
な
い
と
、
ぴ
た
り
と
屋
根
が
閉
ま
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
で
正
確
な
動
き
を
す
る
電
動
の
ト
ッ
プ
開
閉
機
構
を
製
造
す
る
部
品
メ
ー
カ
ー
は
世
界
に
何

社
も
な
く
、
ま
し
て
や
軽
自
動
車
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
た
め
の
小
型
機
構
と
な
れ
ば
、
日
本
で
は
初
代
コ
ペ
ン
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ト
ッ
プ
を
ダ
イ
ハ
ツ
と
と
も
に
開
発
し
製
造
し
た
ベ
バ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
社
し
か
な
い
。
そ
の
ベ
バ
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
社
に
ふ
た
た
び
製
造
を
依
頼
し
、
定
評
を
え
て
き
た
信
頼
性
の
あ
る
電
動
開
閉
機
構
に
、
若
干
の
改
良

を
く
わ
え
て
新
型
コ
ペ
ン
に
も
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
機
構
を
動
か
す
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
や
ポ
ン

プ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
ホ
ー
ス
な
ど
の
動
力
部
品
は
、
す
べ
て
最
新
の
も
の
に
変
更
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
部

品
の
精
度
が
上
が
っ
た
の
で
、
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
の
バ
ル
ブ
に
ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
て
動
か
な
く
な
る
と
い
っ
た
不
作

動
ト
ラ
ブ
ル
は
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ト
ッ
プ
の
電
動
開
閉
機
構
は
、
何
気
な
く
見
て
い
る
と
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
動
い
て
い
る
よ
う

①

⑤

⑨

⑬

⑰

②

⑥

⑩

⑭

⑱

③

⑦

⑪

⑮

⑲

④

⑧

⑫

⑯

⑳

アクティブトップ�オープンの分解写真
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ナ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
人
男
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
人
男
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
な
っ
た
。
自
動
車
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
は
、
世
界
各
国
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
国
境
を
こ
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
働
き
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
あ
る
。
ダ
イ
ハ
ツ
に
も
常
時
、
数
名
の

外
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
三
チ
ー
ム
が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
第
一
段
階
に
、
ま
ず
着
手
す
る
。
こ
の
第
一
段
階
は
、
た
ん
な
る

区
切
り
で
も
な
く
、
時
間
的
順
序
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
か
っ
た
。
第
一
段
階
は
ア
イ
ソ
レ
ー
ト
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ

れ
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
す
る
段
階
な
の
で
あ
る
。
ア
イ
ソ
レ
ー
ト
と
は
隔
離
と
か
孤
立
を
意
味
す
る
英
語
で
、
各

チ
ー
ム
は
だ
れ
の
意
見
も
聞
か
ず
他
の
チ
ー
ム
と
の
協
調
も
な
く
、
単
独
で
ス
ケ
ッ
チ
を
三
人
で
ま
と
め
る
。
こ

の
段
階
で
は
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性
は
、
ま
っ
た
く
自
由
だ
。
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
も
い
い
。
自
由
に

発
想
さ
せ
な
け
れ
ば
ア
イ
ソ
レ
ー
ト
の
意
味
が
な
か
っ
た
。

　

第
二
段
階
は
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
ト
、
集
中
あ
る
い
は
濃
縮
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
段
階
で
、
各
チ
ー
ム
が
仕
上

げ
た
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、
ふ
た
り
の
モ
デ
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
粘
土
モ
デ
ル
を
製
作
す
る
。
実
物
大
で
は

な
く
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
粘
土
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
立
体
モ
デ
ル
に
す
る
段
階
で
、
ふ
た
り
の
モ
デ
ラ
ー
を
投
入
す

る
の
は
、
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
造
形
が
、
モ
デ
ラ
ー
の
個
性
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
合
計
六
種
類
の
粘
土
モ
デ
ル
を
、
三
チ
ー
ム
九
人
全
員
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
議
論
の
た
め
の
材
料
に
す
る
。
九
人
が
六
種
類
の
粘
土
モ
デ
ル
を
目
に
し
て
議
論
す
る
こ
と
で
、
比
較
検

討
の
幅
が
広
が
り
、
多
角
的
な
意
見
に
よ
る
効
率
の
い
い
議
論
が
可
能
に
な
る
。

2011年春のCCPコンペティションで「Aチーム」が描いたデザイン・スケッチ。すで
にボンネットとドアにキャラクター・ラインがある。

上のデザイン・スケッチをもとに実物大の発泡スチロールモデルが製作された。
「α」のコードネームがつけられ、ローブへと成長していく。
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っ
て
い
る
と
、
あ
ま
り
運
転
に
自
信
が
な
い
奥
さ
ん
ま
で
も
が
運
転
し
た
く
な
る
よ
う
な
走
り
味
に
し
て
あ
る
の

で
す
。
急
な
動
き
を
し
な
い
か
ら
、
安
心
し
て
新
型
コ
ペ
ン
と
対
話
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
走
り
を
楽
し

め
る
。
こ
の
た
と
え
話
は
、
女
性
は
運
転
が
苦
手
で
、
男
性
は
運
転
が
得
意
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
誤
解
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
こ
う
い
う
た
と
え
話
の
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に

関
心
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を
新
型
コ
ペ
ン
に
乗
せ
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
に
や
さ
し
く

て
軽
快
に
走
る
も
の
な
の
だ
と
、
お
友
だ
ち
に
気
が
つ
い
て
い
た
だ
け
た
。
新
型
コ
ペ
ン
は
そ
う
い
う
走
り
味
の

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
な
の
で
す
」

　

そ
の
走
り
味
は
、
藤
下
修
が
三
〇
年
間
の
自
動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
生
活
で
み
つ
け
た
最
良
の
走
り
味
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
お
い
し
い
と
思
う
走
り
味
を
新
型
コ
ペ
ン
に
味
つ
け
し
た
の
で
あ
る
。

　　

二
〇
一
四
年
六
月
一
九
日
に
、
新
型
コ
ペ
ン
・
ロ
ー
ブ
が
発
表
発
売
さ
れ
た
。

　

ロ
ー
ブ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
ド
レ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
レ
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
の
ド
レ
ス
だ
が
、
藤
下
は

開
発
期
間
中
の
一
時
期
、
ロ
ー
ブ
に
コ
ペ
ン
・
ド
レ
ス
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ペ
ン
・
ロ
ー
ブ
の
発
表
会
で
は
〈「
ク
ル
マ
っ
て
楽
し
い
」
を
届
け
た
い
。〉
と
タ
イ
ト
ル
さ
れ
た
藤
下

の
ア
ピ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
た
。

　
〈
軽
自
動
車
が
、
ど
こ
ま
で
人
を
わ
く
わ
く
さ
せ
ら
れ
る
か
。「
ク
ル
マ
っ
て
楽
し
い
」。
あ
ら
ゆ
る
人
が
そ
う

思
え
る
感
動
を
、
自
ら
の
手
で
つ
く
り
た
い
。
強
い
想
い
が
、
こ
の
ク
ル
マ
を
生
み
ま
し
た
。
／
限
ら
れ
た
人
や

2014年6月19日、東京の恵比寿ガーデンプレイスで開催されたコペン・ローブ発表
会。ダイハツ社長の三井正則は「お客様の嗜好に素早く応える」と熱く語った。

コペン・ローブ発表会では「LOVE	LOCAL	by	COPEN」路線がアピールされ、チー
フエンジニアの藤下修は「クルマって楽しい、を届けたい」と宣言した。
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コペン・ローブＳ
SはSPORTの意味。
S仕様の開発テーマ
は「操るって楽しい
を極めたい」。

コペン・エクスプレイＳ
S仕様はビルシュタ
イン製ダンパーレカ
ロ製シートモモ製ス
テアリングが標準装
備だ。

コペン・セロS
S仕様オプションは
BBＳ製鍛造アルミ
ホイールもある。
Dフレームを味わい
つくせる仕様。

ロ
と
い
う
タ
イ
プ
の
二
つ
が
増
え
た
の
で
、
合
計
八
タ
イ
プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ダ
イ
ハ
ツ
か
ら
ド
レ
ス
・
パ
ー
ツ
が
発
売
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
ト
ー
タ
ル
・
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
エ
ク
ス
プ
レ
イ
用
の
ド
レ
ス
・
パ
ー
ツ
で
あ
る
ボ
デ
ィ
キ
ッ
ト
が
発
売
さ

れ
た
。
こ
の
ボ
デ
ィ
キ
ッ
ト
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
の
東
京
オ
ー
ト
サ
ロ
ン
で
発
表
展
示
さ
れ
た
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
の

ス
ト
リ
ー
ト
仕
様
ボ
デ
ィ
ー
樹
脂
外
板
を
市
販
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ク
ス
プ
レ
イ
は
ロ
ー
ブ
と
セ
ロ
と
は
ち

が
う
ド
ア
形
状
を
も
つ
の
で
、
エ
ク
ス
プ
レ
イ
は
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
デ
ィ
キ
ッ
ト
で
、
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
・
ス
ト
リ
ー

ト
仕
様
に
ド
レ
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
で
新
型
コ
ペ
ン
の
タ
イ
プ
は
九
つ
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
基
本
が
九
タ
イ
プ
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
ド
レ
ス
・
パ
ー
ツ
を
使
っ

た
ド
レ
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
が
は
じ
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
ド
レ
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
を
し
た
新
型
コ

ペ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
の
数
だ
け
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
に
し
ろ
ロ
ー
ブ
と
エ
ク
ス
プ
レ
イ
の
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
は
八
色
あ
り
、
セ
ロ
に
い
た
っ
て
は
九
色
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
ボ
デ
ィ
ー
樹
脂
外
板
は
そ
れ
ぞ
れ
部
品
と
し
て
入
手
可
能
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
で

も
、
大
変
な
数
の
タ
イ
プ
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
の
ド
レ
ス
・
パ
ー
ツ
の
ロ
ー
ブ
と
同

じ
八
色
と
、
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
デ
ィ
キ
ッ
ト
の
エ
ク
ス
プ
レ
イ
と
同
じ
八
色
が
く
わ
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
カ
タ
チ

と
色
を
使
い
わ
け
た
ド
レ
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
を
し
た
け
れ
ば
、
自
由
自
在
に
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
と
言
っ

て
い
い
。

　

さ
ら
に
ボ
デ
ィ
ー
の
パ
ー
ツ
と
し
て
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
は
ト
ラ
ン
ク
・
ス
ポ
イ
ラ
ー
、
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ア
ス
カ
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お
客
様
に
喜
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

　

と
い
う
素
晴
し
く
前
向
き
な
話
を
、
吉
野
さ
ん
と
若
林
さ
ん
か
ら
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

吉
野
さ
ん
と
若
林
さ
ん
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
た
ち
だ
か
ら
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
僕
に
で
き
る
こ
と
で
お
役
に
た
つ
の
で
あ
れ
ば
、
や
り
ま
す
と
答
え
た
。
し
か
し
、
は
た
し
て

僕
に
で
き
る
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
浅
学
非
才
と
し
て
は
い
つ
も
心
配
に
な
る
。
子
供
の
頃
か
ら
ク
ル
マ

好
き
で
、
い
ま
も
ク
ル
マ
の
運
転
は
大
好
き
だ
が
、
技
術
や
生
産
や
販
売
に
つ
い
て
は
な
ま
か
じ
り
の
知
識
し
か

な
い
。
ひ
と
つ
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
と
い
う
企
業
、
つ
ま
り
人
間
集
団
に
つ
い
て
知
っ
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
間
へ
の
興
味
は
つ
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

吉
野
さ
ん
と
若
林
さ
ん
と
僕
の
意
見
は
一
致
す
る
方
向
へ
と
む
か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
「
ま
ず
、
新
型
コ
ペ
ン

の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
藤
下
修
に
会
わ
せ
ま
し
ょ
う
」と
い
う
話
が
出
て
き
た
。「
こ
だ
わ
り
が
強
い
人
な
の
で
」

と
言
う
の
で
あ
っ
た
。

　

チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
を
す
る
ぐ
ら
い
の
人
だ
か
ら
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
の
は
当
た
り
前
だ
ろ
う
と
僕
は

思
っ
た
。
し
か
し
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
、
こ
だ
わ
る
か
は
、
知
り
た
か
っ
た
。
こ
だ
わ
り
の
質
と
方
向
は
、
相

性
の
い
い
わ
る
い
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
相
性
が
わ
る
く
て
も
、
取
材
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
仕
事
だ
か
ら
、
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
が
、
こ
の
場
合
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
取
材
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
失
敗
す
れ
ば
、
一
冊

の
本
を
書
く
の
は
不
可
能
に
な
る
。

　

一
度
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
、
藤
下
修
さ
ん
と
会
っ
た
。
僕
は
人
を
見
る
目
が
な
い
か
ら
、
自
分

　
　

あ
と
が
き

　

二
〇
一
四
年
の
初
夏
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
広
報
室
の
室
長
で
あ
る
吉
野
恵
実
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
若
林
直

之
さ
ん
か
ら
「
新
型
コ
ペ
ン
の
開
発
物
語
の
本
を
書
き
ま
せ
ん
か
」
と
お
声
が
か
か
っ
た
。「
最
大
限
の
協
力
を

す
る
」
と
言
わ
れ
て
、
吉
野
さ
ん
と
若
林
さ
ん
の
意
気
込
み
を
知
っ
た
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
広
報
は
、
新
型
車
を
発
売
す
る
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る
。
新
聞
や

雑
誌
に
記
事
を
掲
載
す
べ
く
メ
デ
ィ
ア
に
は
た
ら
き
か
け
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
話
題
に
な
ら
な
い
か
と
手
だ
て

を
考
え
、
メ
デ
ィ
ア
を
集
め
て
発
表
会
と
試
乗
会
を
も
よ
お
す
。
自
動
車
好
き
の
た
め
に
、
自
動
車
雑
誌
の
増
刊

号
を
一
冊
ま
る
ご
と
新
型
車
特
集
で
う
め
る
企
画
出
版
を
す
る
こ
と
な
ど
は
常
套
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
そ
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
と
し
て
、
効
率
よ
く
や
る
の

だ
け
れ
ど
、
新
し
い
広
報
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
の
で
す
。
新
型
コ
ペ
ン
は
ダ
イ
ハ
ツ
に
と
っ
て
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
な
の
だ
か
ら
、
広
報
も
い
ま
ま
で
や
っ
て
い
な
か
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
そ
こ
で
新

型
コ
ペ
ン
の
開
発
を
記
録
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
本
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ダ
イ
ハ
ツ
が
、
い
か

に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
、
新
型
コ
ペ
ン
を
開
発
し
た
の
か
を
記
録
し
た
、
一
冊
の
読
み
物
が
で
き
れ
ば
、
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編
集
と
校
閲
は
小
笠
原
亜
子
さ
ん
が
辣
腕
を
ふ
る
っ
て
く
れ
た
。
出
版
に
さ
い
し
て
は
三
樹
書
房
編
集
部
が
取

り
ま
と
め
て
く
れ
た
。

　

新
型
コ
ペ
ン
が
好
き
だ
と
い
う
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
書
い
た
一
冊
で
あ
る
。
新
型
コ
ペ

ン
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
よ
り
は
お
も
し
ろ
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
く
す
る
物
語
に
は
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

�

二
〇
一
六
年
三
月
八
日　

中
部　

博　

が
感
じ
た
第
一
印
象
を
信
じ
ら
れ
な
い
。
人
間
は
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
話
を
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
と
き
は
不
思
議
で
、
藤
下
さ
ん
は
背
が
高
い
大
き
な
人
な
の
だ
が
、
そ
う
い
う
印
象
を
も
た
な
か

っ
た
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　

藤
下
修
さ
ん
と
話
し
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
ク
ル
マ
の
話
が
興
味
深
い
。
本
質
的
な
い
い
話
を
す
る
。
愉
快
な

語
り
口
で
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
言
葉
で
話
す
。
情
熱
的
な
人
だ
が
、
こ
だ
わ
り
に
耽
溺
す
る
人
で
は
な
か
っ
た
。

何
か
の
拍
子
に
音
楽
の
話
に
な
っ
た
。
そ
の
音
楽
と
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
藤
下
さ
ん

は
音
楽
が
好
き
で
、
音
楽
を
す
る
こ
と
も
好
き
で
、
音
楽
を
語
る
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
。
音
楽
を
愛
す
る
藤
下
さ

ん
の
話
は
楽
し
く
お
も
し
ろ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ク
ル
マ
と
楽
器
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
僕
の
大
阪
通
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
藤
下
さ
ん
を
は
じ
め
新
型
コ
ペ
ン
の
開
発
と
生
産
を
担
っ
た
人
た

ち
に
取
材
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
大
阪
通
い
は
二
〇
一
四
年
の
晩
秋
か
ら
二
〇
一
五
年
の
夏
が
く

る
ま
で
つ
づ
い
た
。
そ
の
う
ち
何
度
か
は
新
型
コ
ペ
ン
で
東
京
と
大
阪
を
走
っ
て
往
復
し
た
。
二
〇
一
五
年
の
秋

か
ら
執
筆
を
開
始
し
て
、
遅
筆
な
ゆ
え
に
二
〇
一
六
年
の
春
に
書
き
下
ろ
せ
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
素
人
の
質
問
ば
か
り
で
、
礼
を
欠
く
こ
と
が
あ
っ
た
や
も
し
れ
ず
、
お
ゆ
る
し
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
ま
た
、
本
文
に
お
い
て
は
物
語
の
登
場
人
物
に
な
り
ま
す
の
で
敬
称
を
省
き
ま
し
た
。

　
「
最
大
限
の
協
力
」
を
実
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
吉
野
恵
実
さ
ん
と
若
林
直
之
さ
ん
、
ダ
イ
ハ
ツ
広
報
室
の
み
な

さ
ん
へ
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
吉
野
さ
ん
と
若
林
さ
ん
は
こ
の
本
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
た
。

主
要
参
考
文
献

広
辞
苑　

新
村
出
編　

岩
波
書
店

道
を
拓
く　

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
１
０
０
年
史　

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
株
式
会
社

　

※
組
織
、
片
書
き
等
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
末
現
在
の
も
の
で
す
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